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一
　
は
じ
め
に

歷
史
書
『
三
國
志
』
が
世
に
出
た
後
、
樣
々
な
文
人
達
が
そ
の
中
の
人
物
を
批

評
し
、
時
に
詩
や
詞
、
あ
る
い
は
樣
々
な
文
學
作
品
に
三
國
人
物
の
故
事
を
用
い

て
き
た
。
そ
の
後
時
代
は
下
り
、
明
代
に
な
っ
て
羅
貫
中
が
編
纂
し
た
と
い
わ
れ

る
小
説
『
三
國
演
義
』
の
登
場
に
よ
り
、
そ
れ
ま
で
主
に
歷
史
書
『
三
國
志
』
の

中
か
ら
し
か
評
價
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
三
國
の
人
物
達
が
、
新
た
な
る
人
物
像
の

側
面
を
持
つ
よ
う
に
な
る
の
で
あ
る
。
例
え
ば
諸
葛
亮
な
ど
は
そ
の
典
型
的
な
人

物
の
一
人
と
言
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。『
三
國
演
義
』
に
よ
る
蜀
贔
屓
に
よ
っ
て
、

彼
は
奇
術
師
の
よ
う
な
怪
し
さ
さ
え
漂
わ
せ
な
が
ら
、
常
人
と
は
一
線
を
畫
し
た

超
人
的
存
在
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。
そ
し
て
そ
の
結
果
、
彼
を
引
き
立
た
せ
る

為
に
本
來
の
人
物
像
と
は
一
轉
し
て
、
狹
量
な
人
物
と
し
て
描
か
れ
る
こ
と
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
の
が
周
瑜
で
あ
る
。
こ
の
事
は
既
に
周
知
の
事
實
で
あ
る（

（
（

が
、

し
か
し
具
體
的
に
ど
の
よ
う
な
人
々
に
周
瑜
は
「
狹
量
」
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
し

ま
っ
た
の
か
。
あ
る
い
は
、
小
説
『
演
義
』
が
廣
ま
っ
た
後
も
、
周
瑜
本
來
の
人

物
價
値
を
見
失
わ
ず
に
い
た
者
は
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
今
回
は
、
ま
ず
中
國
に
於

け
る
周
瑜
像
の
變
遷
を
概
略
的
に
述
べ
た
の
ち
、
日
本
に
於
け
る
周
瑜
像
の
變
遷

に
着
目
し
て
み
た
い
。
特
に
、
日
本
初
の
『
三
國
演
義
』
の
翻
譯
本
で
あ
る
『
通

俗
三
國
志
』
が
刊
行
さ
れ
る
以
前
と
以
降
に
大
別
し
、
そ
の
刊
行
時
期
で
あ
る
江

戸
中
期
以
降
を
中
心
と
し
て
論
を
展
開
し
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

二
　
中
國
に
於
け
る
周
瑜
像
の
變
遷
に
つ
い
て

先
に
述
べ
た
よ
う
に
、『
三
國
演
義
』
中
の
周
瑜
は
、
諸
葛
亮
を
引
き
立
た
せ

る
為
の
、
一
種
道
化
の
よ
う
な
存
在
と
し
て
描
か
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
し
か
し

そ
れ
ま
で
の
周
瑜
は
ど
の
よ
う
な
評
價
を
受
け
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
日
本
に
於

け
る
周
瑜
像
の
變
遷
を
述
べ
る
前
に
、
ま
ず
中
國
に
於
け
る
彼
の
評
價
變
遷
に
つ

い
て
概
略
的
に
述
べ
て
み
よ
う
。

（
一
）
正
史
『
三
國
志
』
中
の
評
價

で
は
ま
ず
、
正
史
『
三
國
志
』
か
ら
周
瑜
に
つ
い
て
の
評
價
が
分
か
る
部
分
を

示
そ
う
。
以
下
は
呉
書
九
・
周
瑜
傳
か
ら
の
引
用
で
あ
る（

（
（

。

是
時
權
位
為
將
軍
，
諸
將
賓
客
為
禮
尚
簡
，
而
瑜
獨
先
盡
敬
，
便
執
臣
節
。

日
本
に
於
け
る
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瑜
像
に
つ
い
て
の
一
考
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日
本
に
於
け
る
周
瑜
像
に
つ
い
て
の
一
考
察	

五
四

性
度
恢
廓
，
大
率
為
得
人
，
惟
與
程
普
不
睦
。

（
こ
の
時
孫
權
の
位
は
將
軍
で
あ
り
、
諸
將
や
賓
客
達
は
（
孫
權
に
對
し
て

臣
下
と
し
て
の
）
禮
を
盡
さ
な
か
っ
た
。
し
か
し
周
瑜
一
人
が
率
先
し
て
禮

を
盡
し
た
た
め
、
彼
ら
も
臣
下
の
禮
節
を
守
る
よ
う
に
な
っ
た
。
周
瑜
の
性

格
は
大
ら
か
で
度
量
が
あ
り
、
多
く
の
人
心
を
掴
ん
だ
が
、
た
だ
程
普
と
だ

け
は
不
仲
で
あ
っ
た
。）

こ
の
部
分
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、周
瑜
は
そ
の
性
格
や
器
の
大
き
さ
か
ら
、人
々

か
ら
慕
わ
れ
て
い
た
と
あ
る
。
最
後
の
程
普
と
の
み
仲
が
惡
か
っ
た
點
に
つ
い
て

は
、後
に
裴
松
之
が
『
江
表
傳
』
を
引
用
し
、こ
の
件
に
つ
い
て
補
足
し
て
い
る
。

以
下
は
そ
の
該
當
部
分
。

『
江
表
傳
』
…
「
普
頗
以
年
長
，
數
陵
侮
瑜
。
瑜
折
節
容
下
，
終
不
與
校
。

普
後
自
敬
服
而
親
重
之
，
乃
告
人
曰
，『
與
周
公
瑾
交
，
若
飮
醇
醪
，
不
覺

自
醉
。』
時
人
以
其
謙
讓
服
人
如
此
。」

『
江
表
傳
』
に
よ
る
と
、「
程
普
は
年
長
者
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
數
ば
周
瑜

を
侮
辱
し
た
。
周
瑜
は
そ
の
都
度
下
手
に
出
て
、
終
始
爭
う
こ
と
は
な
か
っ

た
。
程
普
は
後
に
周
瑜
に
敬
服
し
て
、
彼
を
親
し
み
重
視
す
る
よ
う
に
な
っ

た
。
そ
こ
で
人
に
告
げ
て
言
う
に
は
、『
周
公
瑾
と
交
わ
る
と
、
ま
る
で
醇

醪
を
飮
ん
だ
か
の
如
く
、
自
ら
が
酔
っ
て
し
ま
っ
た
事
に
気
づ
か
な
い
。』

と
。
當
時
の
人
々
は
、
周
瑜
が
こ
の
よ
う
に
謙
讓
を
以
っ
て
人
を
心
服
さ
せ

た
こ
と
の
例
と
し
て
、
こ
の
出
來
事
を
擧
げ
た
も
の
で
あ
る
。」
と
。）『
三

國
志
』
呉
書
九 

周
瑜
傳 

裴
松
之
注

『
正
史
』
に
於
け
る
周
瑜
の
形
象
に
つ
い
て
は
全
て
を
擧
げ
る
と
枚
擧
に
遑
が

無
い
の
で
一
先
ず
は
こ
の
邉
で
止
め
て
お
く
が
、
彼
の
人
物
像
は
決
し
て
狹
量
な

人
物
で
な
い
こ
と
は
お
分
か
り
い
た
だ
け
る
だ
ろ
う
。

（
二
）
詩
文
中
の
周
瑜
の
描
か
れ
方

次
に
唐
代
以
降
の
詩
文
作
品
に
は
ど
の
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
の
か
を
確
認
し

て
み
た
い
。
な
お
、
六
朝
か
ら
隋
ま
で
は
『
三
國
志
』
裴
松
之
注
以
外
で
は
周
瑜

に
つ
い
て
の
記
述
を
確
認
で
き
る
も
の
が
ほ
ぼ
無
い
の
で
、
こ
こ
か
ら
は
唐
代
以

降
の
作
品
に
つ
い
て
擧
げ
て
い
く（

（
（

。
周
瑜
像
に
對
す
る
捉
え
方
に
つ
い
て
、
便
宜

上
①
軍
事
（
主
に
赤
壁
に
つ
い
て
）・
②
藝
術
・
③
戀
愛
の
三
點
か
ら
着
目
し
て

見
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

①
軍
事
（
主
に
赤
壁
）
を
描
寫
す
る
作
品

赤
壁
の
戰
い
に
關
連
し
た
周
瑜
の
描
寫
に
つ
い
て
、
唐
代
か
ら
清
代
ま
で
の
作

品
を
列
擧
す
る
。
紙
幅
の
關
係
上
、
全
て
を
擧
げ
る
こ
と
は
出
來
な
い
。
よ
っ
て

主
な
も
の
を
數
例
擧
げ
て
お
こ
う
。（
以
下
の
傍
線
筆
者
）

○
唐
・
李
白
『
李
太
白
文
集
』
卷
六
「
赤
壁
歌
送
別
」

二
龍
爭
戰
決
雌
雄
，
赤
壁
樓
船
掃
地
空
。
烈
火
張
天
照
雲
海
，
周
瑜
於
此
破

曹
公
。（
二
龍
の
爭
戰
、
雌
雄
を
決
す
。
赤
壁
の
樓
船
、
地
を
掃
ひ
て
空
し
。

烈
火
張
天
し
て
雲
海
を
照
ら
す
。
周
瑜
、
此
に
曹
公
を
破
る
。）

○
唐
・
杜
牧
『
樊
川
文
集
』
卷
四
「
赤
壁
」

折
戟
沈
沙
鐵
未
銷
，
自
將
磨
洗
認
前
朝
。
東
風
不
與
周
郞
便
，
銅
雀
春
深
鎖
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五

二
喬
。（
折
戟
は
沙
に
沈
み
て
鐵
は
未
だ
銷
せ
ず
。
自
ら
磨
洗
を
將
て
前
朝

を
認
む
。
東
風
、
周
郞
の
與
に
便
な
ら
ざ
れ
ば
、
銅
雀
の
春
、
深
く
二
喬
を

鎖
ざ
さ
ん
。）

○
唐
・
胡
曾
『
詠
史
詩
』
卷
下
「
赤
壁
」

烈
火
西
焚
魏
帝
旗
，
周
郞
開
國
虎
爭
時
。
交
兵
不
假
揮
長
劍
，
已
挫
英
雄
百

萬
師
。（
烈
火
、
西
に
魏
帝
の
旗
を
焚
く
。
周
郞
、
開
國
、
虎
爭
の
時
。
兵

を
交
へ
て
假
せ
ず
し
て
長
劍
を
揮
ひ
、
已
に
英
雄
百
萬
の
師
を
挫
け
り
。）

○
北
宋
・
蘇
軾
『
東
坡
詞
』「
念
奴
嬌
」

大
江
東
去
，
浪
淘
盡
、
千
古
風
流
人
物
。
故
壘
西
邊
，
人
道
是
、
三
國
周
郞

赤
壁
。（
大
江
東
に
去
り
、浪
は
淘
盡
す
、千
古
風
流
の
人
物
。
故
壘
の
西
邊
、

人
は
道
ふ
是
れ
、
三
國
の
周
郞
の
赤
壁
と
）
亂
石
穿
空
，
驚
濤
拍
岸
，
卷
起

千
堆
雪
。
江
山
如
畫
，
一
時
多
少
豪
傑
。
遙
想
公
瑾
當
年
，
小
喬
初
嫁
了
，

雄
姿
英
發
。
羽
扇
綸
巾
，
談
笑
間
、
強
虜
灰
飛
煙
滅
。
故
國
神
游
，
多
情
應

笑
我
，
早
生
華
發
。
人
生
如
夢
，
一
樽
還
酹
江
月
。

○
『
東
坡
全
集
』
卷
三
三
「
赤
壁
賦
」

蘇
子
愀
然
，
正
襟
危
坐
而
問
客
曰
，
何
為
其
然
也
。
客
曰
，
月
明
星
稀
，
烏

鵲
南
飛
，
此
非
曹
孟
德
之
詩
乎
。
西
望
夏
口
，
東
望
武
昌
。
山
川
相
繆
，
鬱

乎
蒼
蒼
。
此
非
孟
德
之
困
於
周
郞
者
乎
。（
蘇
子
愀
然
と
し
て
、
襟
を
正
し

て
危
坐
し
て
客
に
問
ひ
て
曰
く
、「
何
為
れ
ぞ
其
れ
然
る
や
。」と
。
客
曰
く
、

「
月
明
ら
か
に
し
て
星
稀
に
、
烏
鵲
南
に
飛
ぶ
。
此
れ
曹
孟
德
の
詩
に
非
ず

や
。
西
の
か
た
は
夏
口
を
望
み
、
東
の
か
た
武
昌
を
望
む
。
山
川
相
繆
ひ

て
、
鬱
乎
と
し
て
蒼
蒼
。
此
れ
孟
德
の
周
郞
に
困
し
め
ら
れ
し
と
こ
ろ
に
非

ず
や
。」
と
。）

○
南
宋
・
楊
萬
里
『
誠
齋
集
』
卷
二
〇
「
送
周
元
吉
顯
謨
左
司
將
漕
湖
北
」

又
見
周
郞
携
小
喬
，
武
昌
赤
壁
醉
嬌
嬈
。
蜀
江
雪
水
來
三
峽
。
呉
苑
風
煙
訪

六
朝
。（
又
見
る
周
郞
の
小
喬
を
携
へ
て
、
武
昌
の
赤
壁
、
嬌
嬈
に
醉
ふ
を
。

蜀
江
雪
水
、
三
峽
よ
り
來
る
。
呉
苑
風
煙
、
六
朝
を
訪
ぬ
。）

○
元
・
趙
孟
頫
『
松
雪
齋
集
』
卷
五
「
畫
赤
壁
」

周
郞
赤
壁
走
曹
公
，
萬
里
江
流
鬬
兩
雄
。
蘇
子
賦
成
奇
偉
甚
，
長
敎
人
想
謫

仙
風
。（
周
郞
、
赤
壁
に
て
曹
公
を
走
ら
し
む
。
萬
里
の
江
流
、
兩
雄
を
鬬

は
し
む
。
蘇
子
の
賦
、
奇
偉
成
る
こ
と
甚
し
。
長
く
人
を
し
て
謫
仙
の
風
を

想
は
し
む
。）　

○
元
・
馬
常
祖
『
石
田
文
集
』
卷
四
「
赤
壁
圖
」

三
國
周
郞
赤
壁
西
，
江
山
雖
好
夕
陽
低
。
他
年
銅
雀
分
香
妓
，
猶
恨
囬
船
戰

炬
迷
。（
三
國
の
周
郞
赤
壁
の
西
、
江
山
好
し
と
雖
も
夕
陽
低
し
。
他
年
銅

雀
に
香
妓
を
分
か
つ
。
猶
ほ
恨
む
囬
船
戰
炬
の
迷
を
。）

○
明
・
張
吉
『
古
城
集
』
卷
六
「
經
周
瑜
墓
」

破
盡
曹
瞞
百
萬
師
，
建
安
遺
叟
望
傳
麾
。
可
憐
皎
皎
鍾
山
月
，
不
照
成
都
赤

羽
旗
。（
破
盡
す
曹
瞞
百
萬
の
師
を
。
建
安
叟
を
遺
し
て
傳
麾
を
望
む
。
憐

む
べ
し
皎
皎
た
る
鍾
山
の
月
、
成
都
の
赤
羽
旗
を
照
ら
さ
ず
。）

以
上
の
よ
う
に
、
赤
壁
の
戰
い
の
主
役
は
周
瑜
で
あ
る
と
認
識
さ
れ
て
い
る
こ

と
は
間
違
い
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
小
説
『
三
國
演
義
』
が
廣
ま
っ
た
後
は
、

赤
壁
で
の
主
役
の
座
を
完
全
に
孔
明
に
奪
わ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
以
下
に
顯
著

な
例
を
示
そ
う
。

○
淸
・
鴛
湖
漁
叟
『
説
唐
全
傳
』
第
六
六
回

火
燒
赤
壁
孔
明
計
，爛
額
焦
頭
魏
卒
逃
。（
火
燒
赤
壁
孔
明
の
計
、爛
額
焦
頭
、



日
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る
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五
六

魏
卒
逃
ず
。）

右
の
よ
う
に
孔
明
が
赤
壁
の
第
一
の
功
勞
者
で
あ
る
か
の
よ
う
な
描
か
れ
方
を

す
る
作
品
は
、
小
説
『
演
義
』
が
廣
ま
っ
た
以
降
に
顯
著
に
表
れ
始
め
る
。
小
説

の
影
響
を
大
き
く
受
け
て
い
る
こ
と
が
如
實
に
證
明
さ
れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

②
周
瑜
の
藝
術
性
を
稱
え
る
作
品
（「
周
郎
顧
曲
」
故
事
）

周
瑜
は
音
樂
に
も
よ
く
精
通
し
て
お
り
、
以
下
の
よ
う
な
記
述
が
『
三
國
志
』

周
瑜
傳
に
見
ら
れ
る
。

瑜
少
精
意
於
音
樂
，
雖
三
爵
之
後
，
其
有
闕
誤
，
瑜
必
知
之
，
知
之
必
顧
，

故
時
人
謠
曰
「
曲
有
誤
，
周
郞
顧
。」

（
周
瑜
は
若
い
頃
か
ら
音
樂
に
精
通
し
、三
爵
の
後（
杯
が
三
度
廻
っ
た
後
）

と
雖
も
、
そ
の
音
楽
に
闕
誤
が
有
っ
た
場
合
は
、
周
瑜
は
こ
れ
を
聞
き
分
け

て
、奏
者
へ
と
振
り
返
っ
た
。
故
に
當
時
の
人
々
は『
曲
に
誤
り
が
あ
る
と
、

周
郞
が
顧
み
る
。』
と
言
っ
た
も
の
で
あ
る
。」
と
。）

こ
の
故
事
を
元
に
、
彼
の
音
樂
の
才
能
の
面
を
詠
っ
た
作
品
も
數
多
く
作
ら
れ

た
。
以
下
に
そ
の
一
例
を
示
そ
う
。

○
北
宋
・
羅
椅
『
澗
谷
遺
集
』
卷
三
「
柳
梢
靑
」

萼
綠
華
身
，
小
桃
花
扇
，
安
石
榴
裙
。
子
野
聞
歌
，
周
郞
顧
曲
，
曾
惱
夫
君
。

（
萼
綠
華
の
身
、
小
桃
花
の
扇
、
安
石
榴
の
裙
。
子
野
歌
を
聞
き
て
、
周
郞

曲
を
顧
る
に
、
曾
て
夫
君
を
惱
ま
し
む
。）
○
悠
悠
羇
旅
愁
人
。
似
零
落
、

靑
天
斷
雲
。
何
處
消
魂
，
初
三
夜
月
，
第
四
橋
春
。

こ
の
よ
う
に
軍
人
と
し
て
だ
け
で
は
な
く
、
周
瑜
が
文
化
人
と
し
て
も
認
識
さ

れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

③
「
周
瑜
と
小
喬
」
表
現

周
瑜
と
言
え
ば
そ
の
妻
・
小
喬
と
の
逸
話
も
詠
わ
れ
て
い
る
。
以
下
は
そ
の
一

例
で
あ
る
。

○
北
宋
・
鄧
肅
『
栟
櫚
集
』 

卷
一
「
詠
史
」

五
湖
范
蠡
携
西
施
，
三
國
周
郞
嫁
小
喬
。
蓋
世
功
名
聊
唾
手
，
何
妨
樽
酒
醉

妖
嬈
。（
五
湖
の
范
蠡
、
西
施
を
携
へ
、
三
國
の
周
郞
、
小
喬
を
嫁
す
。
蓋

世
の
功
名
、
聊
か
唾
手
し
て
、
何
ぞ
樽
酒
、
妖
嬈
に
醉
ふ
を
妨
げ
ん
）

○
南
宋
・
沈
與
求
『
龜
溪
集
』
沈
忠
敏
公
　
谿
集
卷
二

三
楚
浮
魂
不
可
招
，
夢
遊
赤
壁
夜
停
橈
。
朝
來
快
讀
黄
州
賦
，
猶
喜
周
郞
得

小
喬
。（
三
楚
の
浮
魂
、
招
す
べ
か
ら
ず
。
赤
壁
に
夢
遊
し
て
夜
、
橈
を
停

め
ず
。
朝
來
快
讀
す
黄
州
の
賦
を
。
猶
ほ
喜
ぶ
周
郞
の
小
喬
を
得
た
る
を
。）

ま
た
そ
の
後
金
・
元
代
で
も
こ
の
よ
う
な
表
現
が
多
く
見
ら
れ
る
。

○
金
・
元
好
問
『
遺
山
樂
府
』
卷
五
「
南
歌
子
」

人
日
過
三
日
，
元
宵
便
五
宵
。
共
言
今
日
好
生
朝
。
皓
月
光
輝
，
香
動
玉
梅

梢
。
○
謝
女
工
飛
絮
，
周
郞
待
小
喬
。
年
年
燈
下
醉
全
蕉
。
髩
影
蒼
球
，
全

縷
細
鵝
毛
。（
○
謝
す
女
工
の
飛
絮
、
周
郞
の
小
喬
を
待
つ
を
。
年
年
燈
下

に
醉
ひ
て
全
蕉
す
。
髩
影
は
蒼
球
に
し
て
、
全
縷
は
細
鵝
毛
な
り
。）

○
元
・
仇
遠
『
無
絃
琴
譜
』
卷
一
「
小
欄
干
」（「
眼
兒
媚
」）

苔
箋
醉
草
調
淸
平
。
鴉
墨
濕
浮
雲
。
霓
裳
歩
冷
，
瓊
簫
聲
斷
，
舊
夢
關
心
。

○
小
喬
不
戀
周
郞
老
，
翠
被
摺
（
折
）
秋
痕
。
那
堪
門
外
，
黄
花
紅
葉
，
細

雨
更
深
。（
○
小
喬
は
周
郞
の
老
た
る
に
戀
せ
ず
、
翠
（
カ
ワ
セ
ミ
）
は
秋

痕
に
摺
（
折
）
ら
る
。
那
ぞ
堪
へ
ん
門
外
、
黄
花
紅
葉
、
細
雨
の
更
に
深
く
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な
る
を
。）

主
に
宋
代
以
降
か
ら
、「
周
郞
顧
曲
」
故
事
、
あ
る
い
は
周
瑜
の
妻
・
小
喬
と

絡
め
て
描
い
た
詞
や
詩
文
が
多
く
見
ら
れ
る
。
特
に
詞
の
中
に
用
い
ら
れ
て
い
る

こ
と
が
多
い
よ
う
で
、
音
樂
に
合
わ
せ
て
作
ら
れ
る
詞
と
、
音
樂
に
精
通
し
て
い

た
と
さ
れ
る
周
瑜
が
題
材
と
し
て
用
い
や
す
い
と
い
う
側
面
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ

る
。
宋
代
に
於
い
て
、
政
治
（
軍
事
）
的
に
語
ら
れ
る
と
同
時
に
、
周
瑜
は
こ
う

い
っ
た
藝
術
面
や
戀
愛
の
面
で
語
ら
れ
る
事
も
多
い
よ
う
で
あ
る
。

以
上
、
三
點
の
視
點
か
ら
周
瑜
の
人
物
の
描
か
れ
方
を
詩
文
の
中
よ
り
見
て
き

た
が
、
特
に
彼
を
狹
量
な
人
物
と
し
て
描
く
も
の
は
見
當
た
ら
な
か
っ
た
。

（
三
）『
平
話
』・
雜
劇
中
の
周
瑜

で
は
續
い
て
小
説
『
三
國
演
義
』
形
成
の
過
程
に
お
い
て
、
缺
か
す
こ
と
の
出

來
な
い
存
在
で
あ
る『
三
國
志
平
話（

（
（

』中
の
周
瑜
の
描
か
れ
方
に
つ
い
て
、『
演
義
』

と
比
較
し
な
が
ら
見
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

『
平
話
』
に
お
い
て
、
周
瑜
は
卷
之
中
後
半
か
ら
登
場
す
る
の
だ
が
、『
演
義
』

と
の
違
い
を
以
下
に
ま
と
め
て
お
く
。

１
、
黄
蓋
が
曹
操
の
兵
糧
を
絶
つ
策
を
提
案
す
る
と
、
そ
れ
を
用
い
る
に
足
ら
ぬ

策
と
し
て
（
理
由
が
判
然
と
し
な
い
ま
ま
）、
罰
棒
六
十
打
の
刑
に
處
す
。
こ
れ

に
よ
り
黄
蓋
は
周
瑜
に
恨
み
を
抱
き
、
曹
操
に
寢
返
ろ
う
と
す
る
。

２
、
曹
軍
に
對
す
る
戰
略
に
つ
い
て
、孔
明
だ
け
で
な
く
、衆
將
に
策
を
求
め
る
。

周
瑜
と
呉
の
將
達
の
掌
に
は
「
火
」
の
文
字
が
記
さ
れ
て
い
た
が
、
孔
明
の
掌
に

の
み
「
風
」
の
文
字
が
記
さ
れ
て
い
る
。
上
の
二
點
を
『
演
義
』
と
比
較
し
て
見

て
も
、
周
瑜
が
よ
り
小
さ
い
人
物
と
し
て
描
か
れ
、
さ
ら
に
孔
明
が
特
別
視
さ
れ

て
い
る
事
が
分
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

ま
た
雜
劇（

（
（

に
お
い
て
も
、
周
瑜
の
狹
量
さ
が
描
か
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
。「
兩

軍
師
隔
江
鬪
智
」・「
周
公
瑾
得
志
娶
小
喬
」・「
劉
玄
德
醉
走
黄
鶴
樓
」
の
三
本
の

劇
を
あ
ら
す
じ
を
追
っ
て
見
て
み
る
。

○
「
周
公
瑾
得
志
娶
小
喬
」

あ
ら
す
じ

主
人
公
は
周
瑜
。『
平
話
』
を
元
に
作
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
周

瑜
は
魯
肅
の
弟
分
の
よ
う
に
描
か
れ
、
ま
だ
無
位
無
官
の
頃
か
ら
始
ま
る
。
魯
肅

が
周
瑜
と
小
喬
の
縁
談
を
喬
公
に
進
め
る
。
た
だ
し
、
周
瑜
が
官
位
を
得
る
と
い

う
條
件
付
だ
っ
た
。そ
の
後
、孫
權
に
よ
っ
て
兵
馬
大
元
帥
の
官
位
を
與
え
ら
れ
、

周
瑜
は
小
喬
と
結
婚
す
る
こ
と
と
な
る
。

○
「
劉
玄
德
醉
走
黄
鶴
樓
」

あ
ら
す
じ

主
人
公
は
孔
明
。
こ
ち
ら
も
『
平
話
』
を
元
に
作
ら
れ
て
い
る
も
の
と
考
え
ら

れ
て
い
る
。
赤
壁
の
後
、
周
瑜
が
劉
備
を
黄
鶴
樓
で
の
宴
會
に
招
い
て
、
彼
を
捕

ら
え
よ
う
と
謀
る
。
孔
明
は
糜
竺
を
從
者
に
姜
維
を
漁
師
に
變
裝
さ
せ
る
等
の
奇

策
を
用
い
て
、
劉
備
の
逃
亡
を
成
功
さ
せ
る
。
以
下
、
第
四
折
か
ら
一
部
載
せ
て

お
こ
う
。

（
孔
明
云
）
三
江
夏
口
列
英
雄
，
赤
壁
焚
燒
百
萬
兵
。
周
瑜
漫
使
千
條
計
，

怎
比
南
陽
一
臥
龍
。
先
借
荊
州
地
，後
取
西
川
白
帝
城
。
四
方
寧
靜
干
戈
息
。



日
本
に
於
け
る
周
瑜
像
に
つ
い
て
の
一
考
察	

五
八

永
保
皇
圖
享
太
平
。

ご
覧
の
通
り
、
こ
こ
で
は
赤
壁
の
手
柄
が
全
て
孔
明
一
人
に
よ
る
も
の
だ
っ
た

か
の
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
。

○
「
兩
軍
師
隔
江
鬪
智
」

あ
ら
す
じ

主
人
公
は
孫
權
の
妹
で
あ
る
孫
安
。
赤
壁
の
戰
い
の
後
、
荊
州
を
占
領
し
た
劉

備
を
討
ち
、
荊
州
の
地
を
奪
お
う
と
す
る
周
瑜
。
し
か
し
、
諸
葛
亮
の
策
に
幾
度

と
な
く
阻
ま
れ
て
し
ま
う
。
そ
こ
で
魯
肅
と
計
っ
て
、
孫
權
の
妹
・
安
を
劉
備
に

嫁
が
せ
、
そ
の
護
衞
の
兵
と
稱
し
て
荊
州
を
奪
お
う
と
企
む
。
そ
の
際
、
も
し
も

荊
州
を
奪
取
出
來
な
か
っ
た
場
合
は
、
安
に
劉
備
を
殺
害
さ
せ
る
よ
う
に
諭
し

た
。劉
備
と
諸
葛
亮
は
計
略
で
あ
る
と
知
っ
た
上
で
、こ
の
縁
談
を
受
け
入
れ
る
。

周
瑜
は
婚
禮
當
日
、
甘
寧
・
凌
統
に
一
千
の
兵
を
率
い
て
荊
州
へ
と
安
を
送
り
屆

け
さ
せ
る
。
諸
葛
亮
の
計
ら
い
で
張
飛
に
城
を
守
ら
せ
、
安
と
侍
女
の
み
を
城
に

入
ら
せ
、
呉
軍
の
兵
を
一
切
締
め
出
し
て
し
ま
う
。
そ
の
後
、
孫
安
は
劉
備
・
關

羽
・
張
飛
・
趙
雲
・
諸
葛
亮
等
の
名
將
達
と
知
り
合
う
こ
と
で
、
す
っ
か
り
蜀
側

に
身
を
委
ね
て
し
ま
い
、
周
瑜
の
謀
は
頓
挫
し
て
し
ま
う
。
劉
備
と
孫
安
は
、
夫

婦
揃
っ
て
呉
に
里
歸
り
す
る
こ
と
に
な
る
。
諸
葛
亮
は
劉
封
に
衣
服
を
屆
け
さ
せ

た
際
、そ
の
中
に
錦
の
袋
を
隱
し
て
お
い
て
、故
意
に
孫
權
の
前
で
落
と
さ
せ
た
。

孫
權
が
そ
れ
を
見
る
と
、
中
に
諸
葛
亮
の
手
紙
が
入
っ
て
お
り
、「
曹
操
が
再
び

荊
州
を
攻
め
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
、
こ
の
場
は
ひ
と
ま
ず
歸
っ
て
欲
し
い
と
い

う
事
、
ま
た
呉
に
兵
を
借
り
た
い
」
と
の
事
が
書
い
て
あ
っ
た
。
孫
權
は
急
い
で

劉
備
夫
婦
を
荊
州
に
歸
ら
せ
る
。
周
瑜
は
、
甘
寧
・
凌
統
ら
を
渡
し
場
に
遣
っ
て

足
止
め
さ
せ
よ
う
と
す
る
が
、
孫
安
に
一
喝
さ
れ
て
引
き
下
が
っ
て
し
ま
う
。
そ

の
後
再
び
周
瑜
は
甘
寧
・
凌
統
ら
と
共
に
孫
安
の
乘
っ
た
輿
を
足
止
め
す
る
が
、

そ
の
中
に
い
た
の
は
張
飛
で
、
怒
り
に
周
瑜
の
矢
傷
が
再
び
開
い
て
し
ま
い
、
卒

倒
し
て
し
ま
う
。

以
上
、
三
本
の
雜
劇
を
紹
介
し
た
。「
周
公
瑾
得
志
娶
小
喬
」
で
は
主
人
公
が

周
瑜
な
の
で
、
彼
を
狹
量
な
人
物
と
し
て
描
く
こ
と
は
な
い
。
し
か
し
、
脇
役
と

な
り
尚
且
つ
諸
葛
亮
が
同
じ
舞
臺
に
立
つ
「
劉
玄
德
醉
走
黄
鶴
樓
」「
兩
軍
師
隔

江
鬪
智
」
雜
劇
で
は
、
明
ら
か
に
諸
葛
亮
に
良
い
と
こ
ろ
を
持
っ
て
い
か
れ
て
い

る
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、小
惡
黨
的
な
存
在
の
人
物
に
描
か
れ
て
い
る
。
つ
ま
り『
平

話
』・『
演
義
』
と
同
じ
描
か
れ
方
で
あ
る
。

土
屋
文
子
氏
は
こ
の
よ
う
な
、
諸
葛
亮
を
一
方
的
に
持
ち
上
げ
る
描
き
方
に
つ

い
て
「
他
人
物
の
故
事
を
諸
葛
亮
の
そ
れ
に
置
換
し
、
あ
る
い
は
元
來
登
場
し
な

か
っ
た
故
事
に
諸
葛
亮
を
介
入
さ
せ
る
例
は
、「
草
船
借
箭
」
を
は
じ
め
と
す
る

一
連
の
赤
壁
故
事
や
、
周
瑜
と
の
荊
州
紛
爭
、
あ
る
い
は
「
空
城
計
」
な
ど
の
情

節
に
お
い
て
も
み
ら
れ
る
。」
と
述
べ
て
お
ら
れ
る
。（
注
１
掲
載
論
文
參
照
）

こ
こ
ま
で
、
中
國
に
お
け
る
周
瑜
の
人
物
像
に
つ
い
て
そ
の
變
遷
を
概
略
し
た

が
、
唐
代
や
宋
代
ま
で
と
そ
の
後
の
『
平
話
』
や
雜
劇
中
に
描
か
れ
る
彼
の
人
物

像
が
、明
ら
か
に
變
化
し
た
こ
と
が
お
分
か
り
で
あ
ろ
う
。
こ
の
流
れ
が『
演
義
』

に
お
け
る
、
狹
量
に
描
か
れ
て
い
る
周
瑜
へ
と
引
き
繼
が
れ
て
し
ま
う
わ
け
で
あ

る
。『
演
義
』
中
に
お
け
る
周
瑜
の
狹
量
さ
加
減
は
、
紙
幅
の
關
係
上
一
々
列
擧

す
る
こ
と
は
し
な
い
が
、
冒
頭
に
述
べ
た
通
り
、
孔
明
の
引
立
て
役
と
し
て
描
か

れ
て
い
る
こ
と
は
改
め
て
強
調
し
て
お
こ
う
。
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五
九

で
は
續
い
て
、
日
本
に
お
い
て
周
瑜
は
人
々
に
ど
の
よ
う
な
人
物
と
し
て
捉
え

ら
れ
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
述
べ
て
い
こ
う
。

三
　『
通
俗
三
國
志
』
成
立
前
の
周
瑜
像

そ
も
そ
も
日
本
に
歷
史
書
『
三
國
志
』
が
舶
來
し
た
の
は
い
つ
な
の
か
。
明
確

な
結
論
は
今
の
段
階
で
は
出
て
い
な
い
が
、『
續
日
本
紀
』神
護
景
雲
三（
七
六
九
）

年
、
稱
德
天
皇
が
大
宰
府
に
『
三
國
志
』
な
ど
の
史
書
を
送
っ
た
と
の
記
述
が
見

ら
れ
る
。
こ
の
事
か
ら
、
日
本
に
最
初
に
傳
來
し
た
時
期
は
『
續
日
本
紀
』
編
纂

よ
り
前
で
あ
っ
た
事
は
確
實
で
あ
り
、
少
な
く
と
も
奈
良
時
代
に
は
既
に
日
本
に

『
三
國
志
』
が
傳
わ
っ
て
い
た
事
が
わ
か
る（

（
（

。
本
章
で
は
、
日
本
に
於
け
る
周
瑜

像
の
變
遷
に
つ
い
て
、『
三
國
志
』
舶
來
以
降
か
ら
、
日
本
で
の
『
演
義
』
初
の

翻
譯
本
で
あ
る
『
通
俗
三
國
志
』（
元
祿
四
（
一
九
六
一
）
年
）（
※
後
述
の
注
10

を
参
照
。）
が
登
場
す
る
以
前
ま
で
を
見
て
い
く
。

さ
て
、
で
は
周
瑜
に
つ
い
て
の
記
事
が
日
本
に
於
い
て
一
體
い
つ
頃
か
ら
出
る

の
か
と
言
う
と
、
現
在
確
認
す
る
範
圍
で
最
も
早
い
の
が
『
和
漢
朗
詠
集（

（
（

』
の
記

述
で
あ
る
。
以
下
に
そ
の
作
品
を
擧
げ
る
。

菅
原
文
時
（
八
九
九
―
九
八
一
年
）「
鶯
」

燕
姫
之
袖
暫
收
。
猜
撩
亂
於
舊
柏
。
周
郞
之
簪
頻
動
。
顧
間
關
於
新
花
。（
燕

姫
の
袖
、
暫
く
收
り
て
、
撩
亂
を
舊
柏
に
猜
む
。
周
郞
の
簪
、
頻
り
に
動
き

て
、
間
關
を
新
花
に
顧
み
る
。）

こ
れ
は
先
述
の
『
三
國
志
』
周
瑜
傳
に
お
け
る
「
周
郎
顧
曲
」
の
故
事
を
踏
ま

え
た
作
品
で
あ
る
事
が
分
か
る
。『
和
漢
朗
詠
集
』
に
お
け
る
三
國
故
事
に
つ
い

て
、
田
中
尚
子
氏
は
「『
和
漢
朗
詠
集
』
中
の
三
國
を
詠
ん
だ
も
の
は
内
容
に
偏

り
が
あ
り
、
風
流
・
敎
養
面
の
み
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。」
と
指
摘
さ
れ
て

い
る（

（
（

。『
和
漢
朗
詠
集
』
に
は
他
に
曹
操
・
曹
丕
に
ち
な
ん
だ
も
の
が
そ
れ
ぞ
れ

二
首
ず
つ
あ
る
が
、
三
國
の
故
事
を
詠
ん
だ
も
の
は
そ
れ
ら
四
首
と
、
こ
の
周
瑜

に
つ
い
て
の
作
品
を
合
わ
せ
た
合
計
五
首
の
み
で
あ
る
。『
和
漢
朗
詠
集
』以
降
、

三
國
志
の
享
受
は
『
太
平
記
』
や
『
応
永
記
』
な
ど
の
軍
記
物
に
し
ば
し
ば
散
見

さ
れ
る
の
だ
が
、
そ
の
中
に
周
瑜
を
特
筆
し
て
擧
げ
た
も
の
は
な
か
な
か
見
出
す

こ
と
は
出
來
な
い
。
管
見
な
が
ら
文
學
作
品
と
い
う
形
で
周
瑜
を
特
筆
し
て
い
る

も
の
は
、
日
本
に
『
三
國
演
義
』
が
傳
わ
り
翻
譯
さ
れ
て
か
ら
を
俟
つ
し
か
な
い

よ
う
で
あ
る（

（
（

。
で
は
續
い
て
、そ
の
翻
譯
本
で
あ
る
『
通
俗
三
國
志
』
登
場
以
降
、

周
瑜
は
ど
の
よ
う
な
形
で
描
か
れ
、
評
價
さ
れ
て
い
る
の
か
。
次
章
で
見
て
い
く

こ
と
と
す
る
。

四
　『
通
俗
三
國
志
』
成
立
以
降
の
周
瑜
像
　

日
本
初
の
『
三
國
演
義
』
翻
譯
は
湖
南
文
山
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
と
さ
れ
て
い

る（
（1
（

。
こ
れ
こ
そ
が
『
通
俗
三
國
志
』（
元
祿
四
、一
六
九
一
年
刊
）
で
あ
る
。
こ
の

翻
譯
本
の
登
場
に
よ
り
、
人
々
の
間
に
物
語
（
小
説
）
と
し
て
の
「
三
國
志
」
と

い
う
も
の
が
大
い
に
廣
ま
っ
て
い
き
、
今
日
の
日
本
に
於
け
る
三
國
志
人
氣
を
、

よ
り
決
定
づ
け
た
も
の
と
言
っ
て
過
言
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
以
後
、
歷
史
書
と
し

て
の
『
三
國
志
』
と
小
説
『
三
國
演
義
』
は
、
少
な
く
と
も
民
衆
の
間
で
は
あ
ま

り
區
別
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
つ
ま
り
『
三
國
志
』
と
一
口
に

言
っ
て
い
て
も
、
民
衆
間
で
は
實
際
に
は
小
説
の
方
を
指
し
て
い
た
り
も
す
る
の

で
あ
る
。



日
本
に
於
け
る
周
瑜
像
に
つ
い
て
の
一
考
察	

六
〇

（
一
）『
通
俗
三
國
志
』
と
『
繪
本
通
俗
三
國
志
』
内
の
周
瑜
の
描
か
れ
方（
（1
（

『
通
俗
三
國
志
』
刊
行
か
ら
お
よ
そ
一
五
〇
年
後
、
そ
の
文
章
を
ほ
ぼ
そ
の
ま

ま
に
多
數
の
插
繪
を
付
加
し
て
出
來
た
作
品
こ
そ
が
『
繪
本
通
俗
三
國
志
』
で
あ

る
。（
天
保
七
―
十
二
年
刊
。
校
正
は
池
田
東
籬
、
插
繪
は
葛
飾
戴
斗
。）
こ
こ
で

は
こ
の
『
繪
本
通
俗
三
國
志
』
内
で
の
周
瑜
の
描
か
れ
方
を
見
て
み
よ
う
。
以
下

に
そ
の
插
繪
を
數
枚
列
擧
す
る
。

ま
ず
こ
こ
に
擧
げ
た
二
幅
の
畫
は
、
各
卷
頭
に
付
随
し
て
い
る
人
物
紹
介
圖

で
あ
る
。（
※
比
較
す
る
便
宜
上
、
二
枚
を
竝
べ
た
だ
け
で
、
實
際
は
こ
の
二
幅

は
續
い
た
頁
に
あ
る
の
で
は
な
い
。）
ご
覧
の
通
り
孔
明
は
卷
物
を
手
に
し
、
い

か
に
も
知
略
智
謀
に
富
ん
だ
軍
師
の
如
く
描
か
れ
て
い
る
。
更
に
は
獅
子
の
よ
う

な
動
物
に
乘
っ
て
お
り
、
一
種
の
神
聖
性
と
も
い
う
べ
き
風
格
を
醸
し
出
し
て
い

る
。
ち
な
み
に
他
の
人
物
紹
介
で
こ
の
よ
う
に
獅
子
の
よ
う
な
動
物
に
乘
っ
て
い

る
人
物
は
無
く
、
動
物
に
乘
っ
て
描
か
れ
て
い
た
と
し
て
も
、
せ
い
ぜ
い
乘
馬
し

た
畫
で
あ
り
、
現
實
的
な
繪
で
あ
る
と
言
え
る（

（1
（

。
一
方
周
瑜
は
「
美
周
郎
」
と
は

言
い
難
い
容
貌
で
描
か
れ
て
い
る
。
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六
一



日
本
に
於
け
る
周
瑜
像
に
つ
い
て
の
一
考
察	

六
二

さ
て
、『
繪
本
通
俗
三
國
志
』
は
全
八
編
七
五
册
に
成
る
大
著
で
あ
る
が
、
各

編
の
末
尾
に
次
編
の
予
告
が
收
録
さ
れ
て
い
る
。
本
編
に
氣
を
取
ら
れ
が
ち
だ

が
、
當
時
の
事
情
を
知
る
為
に
、
こ
の
予
告
篇
に
着
目
し
て
み
た
い
。

以
下
に
擧
げ
た
も
の
は
第
三
編
卷
末
に
收
め
ら
れ
て
い
る
四
編
の
予
告
で
あ
る

が
、「
黄
蓋
計
を
獻
じ
て
曹
操
を
破
る
を
首
と
し
、
孔
明
七
星
壇
に
風
を
祈
り
て

赤
壁
の
魏
軍
八
十
三
万
騎
を
鏖
に
す
る
」
と
あ
る
。
ま
た
同
樣
に
第
二
編
卷
末
に

收
録
の
第
三
編
予
告
に
は
「
曹
操
官
渡
の
袁
紹
と
戰
ふ
の
條
に
始
ま
り
て
、
孔
明

云
々
…
」
と
あ
り
、
全
て
の
功
績
が
孔
明
の
手
に
よ
る
も
の
と
し
て
強
調
さ
れ
て

い
る
。

第
四
編
は
「
黄
蓋
獻
計
破
曹
操
」
か
ら
始
ま
り
「
黄
忠
魏
延
大
爭
功
」
ま
で
が

收
録
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
で
「
七
星
壇
孔
明
祈
風
」
と
「
周
瑜
赤
壁
鏖
魏
兵
」

は
別
の
條
と
し
て
立
て
ら
れ
て
お
り
、
赤
壁
で
魏
兵
を
鏖
に
し
た
の
は
周
瑜
で
あ

る
と
題
目
に
明
記
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
上
述
の
予
告
篇
で
は
、
赤
壁
の
魏
兵

を
鏖
に
す
る
の
は
七
星
壇
に
て
祈
祷
し
、
風
を
呼
び
込
ん
だ
孔
明
一
人
の
手
柄
で

あ
る
よ
う
な
表
記
を
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
こ
の
予
告
か
ら
も
孔
明
贔

屓
が
見
て
と
れ
、
赤
壁
の
一
番
の
功
勞
者
が
孔
明
で
あ
る
と
捉
え
ら
れ
て
い
る
こ

と
が
分
か
る
の
で
あ
る
。

そ
も
そ
も
卷
末
の
予
告
と
い
う
も
の
は
、
あ
く
ま
で
次
卷
を
購
入
し
た
い
と
い

う
購
買
意
欲
を
読
者
に
湧
き
立
た
せ
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
次

卷
で
周
瑜
が
活
躍
す
る
と
い
う
予
告
よ
り
も
、
孔
明
が
活
躍
す
る
と
告
げ
た
方
が

客
が
食
い
つ
き
や
す
い
、
と
の
考
え
方
を
書
肆
が
持
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
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六
三

（
二
）
川
柳
に
詠
わ
れ
る
三
國
志
～
民
衆
に
と
っ
て
の
三
國
志
～

こ
こ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
翻
譯
本
『
通
俗
三
國
志
』
と
更
に
そ
こ
か
ら
發

展
し
た『
繪
本
通
俗
三
國
志
』等
を
通
し
て
、民
衆
の
中
に
益
『々
三
國
志（
演
義
）』

と
い
う
も
の
が
浸
透
し
て
い
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
で
は
實
際
に
、
民
衆

は
『
三
國
志
（
演
義
）』
と
い
う
も
の
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

こ
こ
で
は
川
柳
か
ら
、
當
時
の
人
々
の
考
え
方
を
探
っ
て
み
よ
う
と
思
う
。
以
下

は
『
誹
風
柳
多
留（

（1
（

』
な
ど
の
川
柳
集
か
ら
の
一
例
で
あ
る
。

①
「
玄
德
は
痒
い
所
へ
手
が
屆
き
」

②
「
三
國
志
書
翰
の
所
は
飛
ば
す
な
り
」

③
「
孔
明
が
死
ん
で
夜
講
の
入
り
が
落
ち
」

こ
れ
ら
は
ほ
ん
の
一
例
で
あ
り
、
川
柳
の
中
に
は
三
國
も
の
を
詠
っ
た
作
品
が

數
多
く
存
在
す
る
。
中
林
史
朗
氏
に
拠
る
と
、「
三
國
志
の
登
場
人
物
に
關
す
る

川
柳
は
、
曹
操
・
劉
備
・
諸
葛
亮
・
関
羽
・
張
飛
・
趙
雲
ら
を
對
象
に
し
た
歌
が

一
五
〇
作
以
上
も
見
ら
れ
、
そ
れ
ら
の
歌
か
ら
、
一
般
諸
人
に
『
三
國
志
演
義
』

の
内
容
が
、
良
く
知
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
」
と
あ
る（

（1
（

。『
演
義
』
の
影
響

を
受
け
、
庶
民
に
劉
備
や
孔
明
た
ち
が
お
馴
染
み
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
へ
と
變
化
し

て
い
っ
た
こ
と
が
見
て
と
れ
る
。
②
で
は
、『
通
俗
三
國
志
』
を
讀
む
際
に
、
長

た
ら
し
い
書
翰
部
分
（
文
山
は
『
演
義
』
を
翻
譯
す
る
際
、
書
翰
部
分
は
そ
の
ま

ま
原
文
を
拔
き
出
し
て
書
い
て
い
る
。
物
語
と
し
て
先
を
知
り
た
い
讀
者
や
聽
衆

に
と
っ
て
、
こ
の
部
分
が
煩
わ
し
く
感
じ
ら
れ
る
の
も
無
理
は
な
い
だ
ろ
う
）
は

飛
ば
し
て
讀
む
の
だ
、
と
い
う
人
々
の
有
り
の
儘
の
態
度
が
見
て
取
れ
る
。
ま
た

最
後
に
擧
げ
た
「
孔
明
が
死
ん
で
夜
講
の
入
り
が
落
ち
」
と
は
、
夜
講
釋
で
『
三

國
志
』
を
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
、
物
語
中
で
孔
明
が
死
ん
で
し
ま
っ
て
か
ら

は
（
面
白
み
が
な
く
て
）
客
の
入
り
が
落
ち
て
し
ま
う
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ

れ
ら
は
大
變
興
味
深
い
句
で
あ
り
、
當
時
の
民
衆
が
ど
の
よ
う
に
『
三
國
志
』
と

い
う
も
の
を
捉
え
て
い
た
の
か
を
顯
著
に
表
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

し
か
し
殘
念
な
が
ら
、
こ
れ
ら
川
柳
作
品
の
中
に
周
瑜
を
特
筆
し
た
作
品
を
見

出
す
事
が
出
來
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
同
時
に
民
衆
に
と
っ
て
周
瑜
が
浸
透
し
て
い

な
い
人
物
で
あ
る
と
言
え
な
い
だ
ろ
う
か
。
民
衆
に
と
っ
て
の
「
三
國
志
」
と
は

『
演
義
』
そ
の
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
が
全
て
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
と
す
れ
ば
、『
演

義
』
に
お
い
て
主
役
側
の
劉
備
や
諸
葛
亮
を
引
き
立
て
る
だ
け
の
周
瑜
が
、
民
衆

の
間
で
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
る
こ
と
が
な
い
の
も
仕
方
の
な
い
こ
と
で
あ
る
。

以
下
に
數
例
、
孔
明
を
題
材
と
す
る
作
品
を
擧
げ
て
お
こ
う
。

〇
「
琴
を
ひ
き
や
め
て
孔
明
舌
を
出
し
」

〇
「
腕
づ
く
が
と
か
く
孔
明
き
ら
ひ
な
り
」

〇
「
今
日
も
又
留
守
で
ご
ざ
る
と
諸
葛
亮
」

〇
「
先
生
お
目
が
さ
め
た
な
と
玄
德
」

右
の
通
り
、
單
に
孔
明
の
人
物
を
詠
う
の
で
は
な
く
、
そ
の
内
容
が
『
演
義
』

に
沿
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
お
分
か
り
い
た
だ
け
る
だ
ろ
う
。

（
三
）
文
人
達
の
周
瑜
評
價
～
漢
詩
の
中
の
周
瑜
～
　

で
は
最
後
に
、
當
時
の
文
人
や
知
識
人
達
は
ど
の
よ
う
に
周
瑜
像
を
捉
え
て
い

た
の
だ
ろ
う
か
。
當
時
の
漢
詩
を
見
た
限
り
で
は
、
や
は
り
小
説
の
影
響
を
受
け

て
か
、
蜀
の
人
物
を
詠
じ
た
り
贊
じ
た
り
す
る
作
品
が
三
國
關
連
の
も
の
を
詠
っ
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た
作
品
全
体
の
大
多
數
を
占
め
る
。
江
戸
時
代
の
漢
詩
人
が
、
三
國
故
事
や
人
物

（
特
に
關
羽
や
諸
葛
亮
）
を
ど
の
よ
う
に
詠
っ
て
い
た
の
か
に
つ
い
て
は
長
尾
直

茂
氏
の
研
究
が
大
變
詳
し
い（

（1
（

。
で
は
周
瑜
に
つ
い
て
は
ど
う
か
と
い
え
ば
、
關
羽

や
諸
葛
亮
な
ど
の
蜀
陣
營
の
人
物
に
比
べ
、
壓
倒
的
に
分
量
が
少
な
く
な
る
。
そ

の
中
の
一
例
を
幾
つ
か
示
し
て
お
こ
う
。

○
賴
山
陽
（
一
七
八
〇
―
一
八
三
二
）「
詠
三
國
人
物
十
二
絶
・
周
瑜（

（1
（

」

東
風
燒
盡
北
軍
船
，
煙
滅
長
江
不
見
痕
。
怪
得
頻
頻
曲
邊
顧
，
還
無
一
顧
向

中
原
。（
東
風
燒
盡
す
北
軍
の
船
、
煙
滅
し
て
長
江
に
痕
を
見
ず
。
怪
し
み

得
て
頻
頻
と
し
て
曲
邊
に
顧
み
る
も
、
還
た
一
と
し
て
顧
り
み
て
中
原
に
向

か
ふ
無
し
。）

賴
山
陽
は『
演
義
』の
中
で
狹
量
な
人
物
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
周
瑜
で
は
な
く
、

歷
史
書
『
三
國
志
』
中
の
、史
實
の
周
瑜
像
を
描
い
て
い
る
こ
と
が
見
て
と
れ
る
。

こ
の
ほ
か
「
三
國
志
演
義
序
」
で
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

門
人
以
其
俗
陋
，
難
之
曰
，
淸
士
大
夫
有
謬
引
此
中
一
事
為
典
，
猶
招
人
嗤

譏
。
況
為
之
序
也
。
余
聞
而
哂
曰
，
許
之
。
今
人
動
擧
其
迂
僻
經
義
，
陳
熟

詩
文
，
無
痛
痒
於
世
者
，
梓
而
行
之
。
纔
掲
一
紙
，
人
輒
思
睡
。
視
之
此
書
，

孰
俗
陋
、
孰
雅
正
、
孰
臭
腐
、
孰
神
奇
。
吾
寧
舍
彼
取
此
。（
門
人
其
の
俗

陋
を
以
て
、
之
を
難
じ
て
曰
く
、
淸
の
士
大
夫
、
謬
っ
て
此
の
中
の
一
事
を

引
き
て
典
と
為
す
有
ら
ば
、
猶
ほ
人
の
嗤
譏
を
招
か
ん
。
況
ん
や
之
の
序
を

為
る
に
お
い
て
を
や
。
余
聞
き
て
哂
ひ
て
曰
く
、
之
を
許
さ
ん
。
今
人
、
動

（
や
や
）
も
す
れ
ば
其
の
迂
僻
の
經
義
、
陳
熟
の
詩
文
、
世
に
痛
痒
無
き
者

を
擧
げ
、
梓
し
て
之
を
行
ふ
な
り
。
纔
か
に
一
紙
を
掲
ぐ
れ
ば
、
人
輒
ち
睡

を
思
ふ
。
之
此
の
書
を
視
れ
ば
、
孰
か
俗
陋
、
孰
か
雅
正
、
孰
か
臭
腐
、
孰

か
神
奇
た
ら
ん
や
。
吾
寧
ろ
彼
を
舍
て
此
を
取
ら
ん
。）

山
陽
の
こ
の
短
い
文
だ
け
を
見
て
も
、
彼
の
漢
文
や
歷
史
に
對
す
る
見
識
の
廣

さ
と
そ
の
思
想
が
窺
え
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
長
尾
氏
は
「
詩
文
に
小
説
中
の
語
句

を
隻
語
た
り
と
も
用
い
れ
ば
そ
の
俗
陋
を
嗤
譏
さ
る
る
こ
と
を
承
知
し
つ
つ
も
、

そ
う
し
た
見
解
を
齒
牙
に
も
か
け
ず
、
通
俗
小
説
、
す
な
わ
ち
『
演
義
』
を
支
持

す
る
立
場
を
明
確
に
述
べ
て
い
る（

（1
（

。」
と
述
べ
て
お
ら
れ
る
。
實
際
、
山
陽
は
上

に
擧
げ
た
十
二
絶
の
他
の
人
物
、
例
え
ば
張
飛
に
つ
い
て
の
句
で
「
蛇
矛
欄
住
萬

蹄
塵
」
と
詠
じ
て
い
る
。「
蛇
矛
」
と
は
『
演
義
』
な
ど
、
創
作
も
の
に
登
場
す

る
張
飛
の
得
物
で
あ
っ
て
、
決
し
て
史
書
『
三
國
志
』
に
は
出
て
こ
な
い
架
空
の

武
器
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
一
部
で
は
史
實
か
ら
、
ま
た
一
部
で
は
（『
演
義
』
な

ど
に
よ
る
）
創
作
か
ら
の
題
材
を
用
い
て
詩
作
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
な
に
も
こ

れ
は
山
陽
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
く
、
當
時
の
知
識
あ
る
漢
詩
人
た
ち
は
、
そ
れ

を
分
っ
て
い
て
歷
史
と
創
作
の
中
か
ら
題
材
を
自
由
に
拾
い
集
め
て
い
た
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。
續
い
て
以
下
に
三
作
品
擧
げ
て
お
こ
う
。

○
木
下
順
庵
（
一
六
二
一
―
一
六
九
八
）『
錦
里
文
集
』
卷
十
八
「
周
瑜（

（1
（

」

赤
壁
奇
捷
，
火
德
不
寒
。
醇
醪
有
毒
，
醉
倒
老
瞞
。（
赤
壁
の
奇
捷
、
火
德

寒
か
ら
ず
。
醇
醪
毒
有
り
て
、
老
瞞
を
醉
倒
せ
し
む
。）

○
市
河
寛
斎（
一
七
四
九
―
一
八
二
〇
）『
寛
斎
先
生
遺
藁
』卷
一「
東
坡
赤
壁
圖
」

孤
舟
月
上
水
雲
長
，
崖
樹
秋
寒
古
戦
場
。
一
自
風
流
屬
坡
老
，
功
名
不
復
畫

周
郎
。（
孤
舟
月
上
、
水
雲
長
し
、
崖
樹
秋
寒
、
古
戦
場
。
一
た
び
風
流
を

坡
老
に
屬
し
て
よ
り
、
功
名
、
復
た
周
郎
を
畫
か
ず
。）
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○
賴
杏
坪
（
一
七
五
六
―
一
八
三
四
）『
春
草
堂
詩
抄
』
卷
七
「
高
山
彦
九
郎
」

一
生
慷
慨
嘆
興
亡
，
扼
腕
常
過
古
戰
場
。
誰
識
風
流
滿
眼
世
，
汝
家
赤
壁
畫

周
郎
。（
一
生
の
慷
慨
、
興
亡
を
嘆
く
、
扼
腕
し
て
常
に
古
戰
場
に
過
る
。

誰
ぞ
識
ら
ん
風
流
、
滿
眼
の
世
を
。
汝
家
（
な
ん
ぢ
）
は
赤
壁
に
周
郎
を
畫

け
り
。）

（
※
な
お
、
こ
の
後
に
前
述
の
市
河
寛
齋
の
「
東
坡
赤
壁
圖
」
を
注
と
し
て

引
用
し
て
い
る
。）

右
三
作
品
の
う
ち
、
特
に
市
河
寛
斎
と
賴
杏
坪
の
二
作
品
は
、
當
時
「
赤
壁
の

戰
い
」
が
ど
の
よ
う
に
捉
え
ら
れ
て
い
た
か
を
考
え
る
上
で
非
常
に
重
要
な
作
品

で
あ
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
市
河
寛
斎
の
末
句
「
功
名
不
復
畫
周
郎
」
は
、
赤
壁

の
戰
い
に
お
け
る
周
瑜
の
歷
史
的
功
績
が
蘇
軾
の
「
赤
壁
圖
」
に
は
描
か
れ
て
い

な
い
こ
と
を
如
實
に
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、
賴
杏
坪
の
詩
題
に
あ
る
高
山
彦
九
郎
と
は
、
現
在
京
都
市
三
条
大
橋
に

あ
る
土
下
座
像
（
實
際
は
土
下
座
し
て
い
る
譯
で
は
な
い
が
）
で
有
名
な
人
物
で

あ
り
、
寛
政
の
三
奇
人
の
一
人
と
し
て
數
え
ら
れ
る
人
物
で
あ
る
。「
奇
人
」
と

は
勿
論
現
在
の
日
本
語
で
用
い
ら
れ
る
「
奇
人
・
変
人
」
や
「
奇
妙
」
と
い
っ
た

類
の
意
味
で
は
な
く
、「
他
と
は
一
線
を
畫
し
た
特
別
な
」
と
い
う
意
味
で
考
え

て
い
た
だ
い
た
方
が
良
い
だ
ろ
う
。
末
句
の
「
汝
家
赤
壁
畫
周
郎
」
が
、
正
に
當

時
の
周
瑜
に
對
す
る
評
價
を
端
的
に
表
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
つ
ま

り
「
奇
人
」
で
あ
る
高
山
氏
は
通
例
で
は
赤
壁
圖
に
描
か
な
い
周
瑜
を
わ
ざ
わ
ざ

描
い
て
い
る
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
　
　
　

ち
な
み
に
赤
壁
圖
は
主
に
江
戸
中
期
以
降
の
南
畫
に
お
い
て
題
材
と
さ
れ
る
事

が
多
く
な
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
蘇
軾
の
「
赤
壁
賦
」
を
題
材
に
描
く

畫
を
意
味
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、「
赤
壁
圖
」
と
い
っ
て
も
、
三
國
時
代
の
赤
壁

の
戰
い
そ
の
も
の
を
描
く
の
で
は
な
く
、「
蘇
軾
が
思
い
を
馳
せ
た
赤
壁
」
に
と

ど
ま
っ
て
い
る
の
で
あ
り
、
三
國
時
代
ま
で
立
ち
返
っ
た
も
の
で
は
な
い
。
そ
う

な
れ
ば
當
然
、
三
國
時
代
に
赤
壁
で
戰
っ
て
い
た
周
瑜
や
曹
操
達
も
描
か
れ
る
こ

と
が
な
い
の
が
通
例
の
よ
う
で
あ
る
。

こ
の
他
、
以
下
に
大
槻
磐
溪
の
作
品
を
擧
げ
て
お
こ
う
。

○
大
槻
磐
溪
（
一
八
〇
一
―
一
八
七
八
）『
寧
靜
閣
集
』
第
四
集
「
周
瑜
」

周
郎
一
炬
萬
船
空
，
赫
赫
高
名
赤
壁
風
。
恨
殺
當
年
黃
蓋
策
，
無
人
艷
説
積

柴
功
。（
周
郎
の
一
炬
、
萬
船
空
し
。
赫
赫
た
る
高
名
、
赤
壁
の
風
。
恨
殺

す
當
年
の
黃
蓋
の
策
、
人
の
積
柴
の
功
を
艷
説
す
る
無
き
を
。）

如
上
か
ら
、
當
時
の
文
人
た
ち
の
間
で
は
三
國
の
赤
壁
の
戰
い
に
於
け
る
主
役

は
、
周
瑜
で
あ
る
と
捉
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
見
て
と
れ
る
。
こ
こ
に
民
衆
と
の

認
識
に
ズ
レ
が
生
じ
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
主
に
『
通
俗
三
國
志
』
の

中
か
ら
周
瑜
を
評
價
し
て
い
る
民
衆
と
、
歷
史
書
を
踏
ま
え
て
周
瑜
を
捉
え
て
い

る
文
人
の
間
に
は
、
そ
の
評
價
に
大
き
な
差
が
生
じ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

五
　
お
わ
り
に

以
上
、
日
本
に
『
三
國
志
』
舶
來
以
降
、
日
本
に
お
け
る
周
瑜
が
ど
の
よ
う
に

描
か
れ
て
き
た
の
か
、
そ
の
變
遷
の
片
鱗
を
見
て
き
た
。『
演
義
』
が
舶
來
す
る

以
前
は
周
瑜
の
文
化
面
的
な
一
面
を
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
る
も

の
の
、「
赤
壁
の
功
勞
者
」
と
し
て
の
軍
事
面
で
の
周
瑜
像
は
見
出
せ
な
か
っ
た
。
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ま
た
、
繪
畫
の
題
目
と
し
て
描
か
れ
る
「
赤
壁
圖
」
は
、
三
國
時
代
に
ま
で
立
ち

返
る
こ
と
は
せ
ず
、蘇
軾
の
「
赤
壁
賦
」
を
元
に
し
て
描
く
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
。

さ
ら
に
『
演
義
』
が
舶
來
し
、
民
衆
が
『
演
義
』
の
人
物
像
そ
の
ま
ま
を
鵜
呑
み

に
す
る
一
方
で
、
知
識
あ
る
文
人
達
は
、
史
實
に
基
づ
い
た
本
來
の
周
瑜
を
認
識

し
、
正
當
な
評
價
を
下
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
明
治
以
降
も
同
樣
の
傾
向
が
續
く

よ
う
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

注（
１
）
土
屋
文
子
「
龐
統
と
諸
葛
亮
：
三
國
故
事
に
お
け
る
軍
師
像
の
變
遷
」『
中
國
文
學

硏
究
』
二
一
期
（
一
九
九
五
年
）
や
渡
邉
義
浩
「
諸
葛
亮
像
の
變
遷
」『
大
東
文
化
大

学
漢
学
会
誌
』
三
七
（
一
九
九
八
年
）
等
參
照
。
周
瑜
以
外
の
人
物
像
の
變
遷
が
解
説

さ
れ
る
と
と
も
に
、
そ
の
影
響
に
よ
っ
て
周
瑜
の
人
物
像
の
變
遷
に
も
触
れ
ら
れ
て
い

る
。

（
２
）
正
史
『
三
國
志
』
テ
キ
ス
ト
に
は
、
中
華
書
局
版
を
用
い
た
。

（
３
）『
李
太
白
文
集
』・『
樊
川
文
集
』・『
詠
史
詩
』・『
東
坡
全
集
』・『
松
雪
齋
集
』・『
石

田
文
集
』・『
古
城
集
』・『
洪
龜
父
集
』・『
栟
櫚
集
』・『
龜
溪
集
』
の
テ
キ
ス
ト
に
は
景

印
文
淵
閣
四
庫
全
書
（
臺
灣
商
務
印
書
館
）
版
を
用
い
た
。『
説
唐
全
傳
』
は
張
宇
光

主
編
（
九
洲
圖
書
出
版
社
・
一
九
九
五
年
）、『
澗
谷
遺
集
』
は
『
豫
章
叢
書
（
淸
・
胡

思
敬
等
輯 

民
國
四
年
至
九
年 

南
昌
豫
章
叢
書
編
刻
局
刊
本
）』
内
の
『
澗
谷
遺
集
』（
民

國
九
年
刊
・
覆
羅
念
菴
輯
存
家
乘
本
）、 『
遺
山
樂
府
』は『
景
宋
金
元
明
本
詞 

』呉
昌
綬
・

陶
湘
編
（
立
命
館
大
學
詞
學
文
庫
）、『
無
絃
琴
譜
』
は
『
西
泠
詞
萃
』
丁
丙
・
編
（
立

命
館
大
學
詞
學
文
庫
）
を
用
い
た
。

（
４
）
テ
キ
ス
ト
と
し
て
『
新
刊
全
相
平
話
五
種
』（
北
京
文
學
古
籍
刊
社
・
一
九
五
六
年
）

内
の
『
新
全
相
三
國
志
平
話
三
卷
』
と
『
三
國
志
平
話
』（
上
海
古
典
文
學
出
版
社
編
・

一
九
五
五
年
）
を
用
い
た
。 

本
文
に
お
い
て
『
演
義
』
と
『
平
話
』
に
お
け
る
周
瑜

の
描
か
れ
方
の
違
い
を
ま
と
め
て
い
る
が
、『
平
話
』
に
お
け
る
周
瑜
の
扱
い
が
一
目

で
分
か
る
部
分
が
以
下
の
部
分
で
あ
り
、
周
瑜
軽
視
が
見
て
と
れ
る
。『
平
話
』
卷
之

中
「
赤
壁
鏖
兵
自
古
雄
，
時
人
皆
恁
畏
周
公
。（
時
人
、
皆
恁
（
な
ん
）
ぞ
周
公
を
畏

れ
ん
や
）
天
知
鼎
足
三
分
後
，
盡
在
區
區
黄
蓋
忠
。」

（
５
）以
下
、雜
劇
の
テ
キ
ス
ト
と
し
て『
孤
本
元
明
雜
劇
』王
季
烈
・
輯（
長
沙
商
務
印
書
館
・

據
明
鈔
本
等
排
印
三
二
册
・
民
國
三
〇
年
）、『
古
本
戲
曲
叢
刊
四
集
』
古
本
戲
曲
叢
刊

編
輯
委
員
會
・
輯 

上
海
商
務
印
書
館 

景
印
本
・
一
九
五
八
年
）
等
を
用
い
た
。

（
６
）
紙
幅
の
關
係
上
本
論
で
は
詳
し
く
述
べ
な
か
っ
た
が
、
雜
喉
潤
氏
の
『
三
國
志
と

日
本
人
』（
講
談
社
・
二
〇
〇
二
年
）
等
に
詳
細
な
研
究
が
あ
る
。
ま
た
、『
三
國
志
』

舶
來
と
同
時
期
に
『
世
説
』
な
ど
の
書
物
が
日
本
に
舶
來
し
て
い
た
と
す
る
説
も
あ
る
。

大
庭
脩
・
編
著
『
江
戸
時
代
に
お
け
る
唐
船
持
渡
書
の
研
究
』（
關
西
大
學
東
西
學
術

研
究
所
・
一
九
六
七
年
）
參
照
。

（
７
）
テ
キ
ス
ト
と
し
て
『
新
編
日
本
古
典
文
學
全
集
一
九
』（
小
學
館
・
一
九
九
〇
年
）、

『
和
漢
朗
詠
集
』
佐
藤
道
生
・
校
注
／
『
新
撰
朗
詠
集
』
柳
澤
良
一
・
校
注
（
明
治
書
院
・

二
〇
一
一
年
）
を
使
用
・
參
照
し
た
。

（
８
）
田
中
尚
子
『
三
國
志
享
受
史
論
考
』（
汲
古
書
院
・
二
〇
〇
七
年
）
參
照
。

（
９
）
周
瑜
の
描
寫
は
見
い
だ
せ
な
い
が
、「
赤
壁
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
も
の
で
あ
る
な
ら

ば
五
山
文
學
の
中
に
見
出
す
こ
と
が
出
來
る
。

	

○
絶
海
中
津
（
一
三
三
六
―
一
四
〇
五
）「
讀
杜
牧
集
」

	

　
赤
壁
英
雄
遺
折
戟
，
阿
房
宮
殿
後
人
悲
。
風
流
獨
愛
樊
川
子
，
禪
榻
茶
煙
吹
鬢
絲
。

	

　
だ
が
こ
の
作
品
は
、
先
ほ
ど
も
例
で
擧
げ
た
杜
牧
の
『
樊
川
文
集
』
卷
四
に
收
め
ら

れ
て
い
る
「
折
戟
沈
沙
鐵
未
銷
，
自
將
磨
洗
認
前
朝
。
東
風
不
與
周
郞
便
，
銅
雀
春
深

鎖
二
喬
。」の「
赤
壁
」と
い
う
作
品
の
一
部
を
一
句
目
に
使
用
し
た
の
み
で
、三
國
の「
赤

壁
」
そ
の
も
の
を
詠
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
（
二
句
目
は
杜
牧
の
「
阿
房
宮
賦
」
か
ら

を
元
に
し
て
い
る
）。
よ
っ
て
上
述
の
通
り
、
こ
の
作
品
か
ら
三
國
人
物
を
ど
の
よ
う

に
捉
え
て
い
た
の
か
ま
で
は
分
ら
な
い
。

（
10
）
文
山
は
『
李
卓
吾
先
生
批
評
三
國
志
』
を
元
に
譯
し
た
と
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の

邊
り
の
説
に
つ
い
て
は
幸
田
露
伴
・
小
川
環
樹
氏
な
ど
に
も
詳
細
な
研
究
が
あ
る
。
ま

た
、
長
尾
直
茂
氏
は
「
近
世
に
お
け
る
『
三
國
志
演
義
』
―
そ
の
翻
譯
と
本
邦
へ
の
傳

播
―
」（『
中
國
文
學
解
釋
と
教
材
の
研
究
』
學
鐙
社
・
二
〇
〇
一
年
）
に
お
い
て
「
基

本
的
に
は
李
卓
呉
本
を
も
と
に
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
部
分
的
に
獨
自
の

譯
文
を
插
入
し
た
痕
跡
が
み
ら
れ
る
」
と
の
考
え
を
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
『
李
卓

吾
』
本
の
み
を
底
本
に
逐
語
譯
し
た
か
ど
う
か
等
に
つ
い
て
は
、
ひ
と
ま
ず
こ
こ
で
は

問
題
に
し
な
い
。
ま
た
、『
通
俗
三
國
志
』の
正
確
な
成
立
年
代
に
も
諸
説
が
存
在
す
る
。

（
11
）『
通
俗
三
國
志
』
の
テ
キ
ス
ト
は
塚
本
哲
三
・
編
『
通
俗
三
國
志
』（
有
朋
堂
書

店
・
一
九
一
七
年
）
を
用
い
た
。
ま
た
、『
繪
本
通
俗
三
國
志
』
の
テ
キ
ス
ト
は
立
命



立
命
�
白
川
靜
記
念
東
洋
�
字
�
�
�
究
所
紀
�
　
第
七
號	

六
七

館
大
學
所
藏
の
池
田
東
籬
・
校
、
葛
飾
戴
斗
・
畫
『
繪
本
通
俗
三
國
志
』（
天
保
七
・

一
八
三
六
―
一
八
三
七
年
）
を
用
い
た
。

（
12
）『
繪
本
通
俗
三
國
志
』
の
插
繪
は
、
從
來
の
「
三
國
志
」
諸
作
品
と
は
大
き
く
異
な

る
點
が
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
渡
辺
由
美
子
氏
の
「『
繪
本
通
俗
三
國
志
』
に
つ
い

て
―
そ
の
插
繪
と
成
立
事
情
―
」（『
文
學
論
藻
』
六
十
八
号
・
一
九
九
四
年
）
に
詳
し
い
。

ま
た
、
上
田
望
氏
は
「
日
本
に
お
け
る
『
三
國
演
義
』
の
受
容
（
前
篇
）
―
翻
譯
と
插

繪
を
中
心
に
―
」（『
金
澤
大
學
中
國
語
學
中
國
文
學
教
室
紀
要
』 

九
号
・ 

二
〇
〇
六
年
）

に
於
い
て
、
前
述
の
渡
辺
氏
の
論
文
を
引
用
し
た
上
で
、「
戴
斗
は
四
百
幅
の
う
ち
、

百
幅
以
上
は
名
場
面
と
言
わ
れ
る
も
の
を
し
っ
か
り
と
取
り
上
げ
、
殘
り
の
插
圖
で
彼

の
技
量
と
個
性
を
發
揮
し
た
と
見
る
べ
き
で
あ
る
」
と
述
べ
て
お
ら
れ
る
。
更
に
彼
の

畫
に
つ
い
て
の
注
目
す
べ
き
側
面
は
、
グ
ロ
テ
ス
ク
な
ま
で
の
殘
虐
性
・
怪
奇
趣
味
と

「
和
風
」
化
で
あ
る
と
し
、
詳
細
な
檢
證
を
し
て
お
ら
れ
る
。

（
13
）『
誹
風
柳
多
留
』
の
テ
キ
ス
ト
に
つ
い
て
は
山
澤
英
雄
・
校
訂
『
柳
多
留
：
誹
風
』（
岩

波
書
店
・
一
九
五
〇
―
一
九
五
六
年
）、
山
澤
英
雄
・
校
訂
『
誹
風
柳
多
留
拾
遺
』（
岩

波
書
店
・
一
九
九
五
年
）
を
參
照
し
た
。

（
14
）
中
林
史
朗
「
日
本
人
に
於
け
る
三
國
志
と
は
～
見
る
の
か
読
む
の
か
、
江
戸
か
ら

現
代
ま
で
～
」（『
大
東
文
化
大
學
漢
學
会
誌
』
四
八
号
・
二
〇
〇
九
年
）
參
照
。

（
15
）
長
尾
直
茂
「
伊
藤
仁
齋
、
東
涯
父
子
の
諸
葛
孔
明
觀
」（『
漢
文
学
解
釈
与
研
究
』

第
三
号
・
二
〇
〇
〇
年
）、
同
氏
「
江
戸
時
代
の
漢
詩
文
に
見
る
關
羽
像
―
『
三
國
志

演
義
』
と
の
關
連
に
於
い
て
―
」（『
日
本
中
國
學
會
報
』
第
五
十
一
集
・
一
九
九
九
年
）

な
ど
參
照
。
ま
た
長
尾
氏
は
「
江
戸
時
代
の
繪
畫
に
お
け
る
關
羽
像
の
確
立
」（『
黄
檗

文
華
』
一
一
九
号
・
一
九
九
八
年
）
に
お
い
て
江
戸
の
繪
畫
文
化
か
ら
も
關
羽
の
人
物

像
を
詳
細
に
研
究
さ
れ
て
い
る
。

（
16
）
テ
キ
ス
ト
と
し
て
伊
藤
靄
谿
・
注
釋
『
山
陽
詩
鈔
新
釋
』（
書
芸
界
・
一
九
八
五
年
）

を
參
照
し
た
。
ま
た
、「
詠
三
國
人
物
　
十
二
絶
句
」
は
先
主
（
劉
備
）・
孔
明
・
關
羽
・

張
飛
・
趙
雲
・
本
初
（
袁
紹
）・
孟
德
（
曹
操
）・
仲
達
（
司
馬
懿
）・
荀
彧
・
仲
謀
（
孫
權
）・

周
瑜
・
管
丁
の
十
二
人
に
つ
い
て
詠
じ
た
も
の
で
あ
る
。
關
羽
に
對
し
て
は
以
下
の
よ

う
に
詠
じ
て
い
る
。

	

詠
三
國
人
物
　
十
二
絶
句	

關
羽

北
伐
長
驅
不
備
呉
，	

北
伐
長
驅
し
て
呉
に
備
へ
ず
、

髯
公
終
被
阿
蒙
愚
。	

髯
公
終
に
阿
蒙
に
愚
に
せ
ら
る
。

問
君
曾
讀
春
秋
日
，	

問
ふ
君
曾
て
春
秋
を
讀
む
の
日
、

却
記
秦
人
殽
役
無
。	

却
た
秦
人
殽
の
役
を
記
す
る
や
無
（
い
な
）
や
。

	

ち
な
み
に
諸
葛
亮
に
對
す
る
絶
句
は
以
下
の
通
り
。

	

同
十
二
絶
句
　
孔
明

有
魚
頳
尾
泣
窮
冬
，	

魚
有
り
て
頳
尾 

窮
冬
に
泣
き
、

涸
轍
無
人
憐
噞
喁
。	

涸
轍 

人
の
噞
喁
を
憐
れ
む
無
し
。

誰
料
南
陽
半
溝
水
，	

誰
か
料
ら
む 

南
陽
半
溝
の
水
、

養
渠
忽
地
化
為
龍
。	

渠
を
養
ひ
て
忽
ち
地 

化
し
て
龍
と
為
る
を
。

	

　
尚
、
賴
山
陽
『
山
陽
遺
稿
』（
文
）
卷
三
に
「
高
山
彦
九
郎
伝
」
が
あ
り
、
山
陽
自

ら
高
山
の
出
自
、
來
歷
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。
そ
の
傳
に
拠
れ
ば
、
ど
う
や
ら
山
陽

は
幼
少
の
頃
よ
り
、
父
で
あ
る
春
水
か
ら
彦
九
郎
の
話
を
よ
く
聞
い
て
い
た
そ
う
で
、

春
水
と
彦
九
郎
は
深
い
交
わ
り
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。以
下
に
そ
の
一
部
を
示
そ
う
。

高
山
正
之
，
上
野
人
也
。
字
彥
九
郎
，
家
世
農
。
正
之
生
而
俊
異
，
喜
讀
書
，
略

通
大
義
。
爲
人
白
皙
精
悍
，
眼
光
射
人
，
聲
如
鐘
。
有
奇
節
。（
中
略
）
少
入
平

安
，
至
三
條
橋
東
，
問
皇
居
何
方
。
人
指
示
之
。
即
坐
地
拜
跪
曰
，
草
莽
臣
正
之
。

行
路
聚
觀
怪
笑
，
不
顧
也
。
遊
京
郊
，
過
足
利
高
氏
墓
，
數
其
罪
惡
，
大
罵
鞭
之

三
百
。（
中
略
）
外
史
氏
曰
，
予
幼
，
聞
先
人
善
談
彥
九
郎
。
先
人
亦
嘗
數
相
逢

三
都
閒
。
記
其
郷
貫
，
係
新
田
郡
細
谷
村
人
。
先
世
蓋
屬
南
朝
者
。
其
好
義
不
無

所
自
云
。（
中
略
）先
人
嘗
欲
爲
之
傳
，不
果
。
近
讀
或
書
正
之
事
，疑
爲
不
軌
之
民
，

冤
矣
。
予
故
略
敍
所
聞
如
此
。

（
17
）
前
掲
の
長
尾
氏
の
論
文
「
江
戸
時
代
の
漢
詩
文
に
見
る
關
羽
像
―
『
三
國
志
演
義
』

と
の
關
連
に
於
い
て
―
」
を
參
照
。

（
18
）『
錦
里
文
集
賴
杏
坪
』
の
テ
キ
ス
ト
は
木
下
一
雄
・
校
譯
『
錦
里
文
集
』（
國
書
刊
行
會
・

一
九
八
二
年
）
を
用
い
た
。
ま
た
、
市
河
寛
斎
・
賴
杏
坪
・
大
槻
磐
溪
の
各
作
品
に
つ

い
て
は
『
江
戸
詩
人
選
集
』（
岩
波
書
店
・
一
九
九
〇
年
）
を
用
い
た
。

（
立
命
館
大
學
大
學
院
文
學
硏
究
科
博
士
後
期
課
程
）




